























福岡鳥飼村（現福岡市中央区鳥飼）に父濱地小藤次、母ノブの長男として生まれ、幼名を常太郎といった。父である小藤次（後に辛、諱を信成）は黒田藩足軽組、神道夢想流杖術師範であった。小藤次は、幼少より神道夢想流杖術師範であった父濱地清市信敏 、杖術や捕り手の術を修得し奥義を極め、六歳のときに 藩主の前で杖術を披露したといわれる。しかし、小藤次の息子常太郎は、武道の家に生まれながらも 病弱であったため、武道の道に進むことはなかった。母ノブの実家尾石家は旧家で、一八六五（慶応元）年二月に 方の祖父尾石八郎繁実が他界したため、父の小藤次とともに尾石家の遺産管理のため、尾石家に引き移った。常太郎はその時に祖父八郎の名を継ぎ、濱地八郎とな （濱地勝太郎著『濱地家の話』私家版、二〇〇二年） 。
とはいえ、八郎は武道の家に生まれ育ったことから、




残してありました。これはイザという時に相手の顔にブチかけるためのもので、子供の頃からの習慣（躾？） で未だに抜けない、 と申しておりました。 （中略）父は左右の手が全く同じように使え、身体のやわかいこと角兵衛獅子の子供の でした。物心つく頃から幅飛び（特殊な草を飛ぶ だそうです） ・走ること・角力等で身体を鍛え、夜は父辛
（八郎の父）
に背負わ
れて獄門首であやされたことも度々あったそす。子供の 武術としては、短剣を持ち右足を出しつつ左ヒザを床につけるほどに折り、ヘソの下を突く、何回でもこれをやらされたそうです。 （中略）父は、私にこう言って聞 せま 。 「杖の修業
（行）
は、





一六才まで漢学を学び、次いで一八八一（明治一四）年から四年間、藤雲館（後の修猷館）において欧米の法律学や政治学、経済学を学んだ。一八八五（明治一八）年二〇歳のときに 高等司法試験に合格、福岡県御用掛に任命されているが、半年 辞任し遊学のため上京している。しかし、病のため帰郷し、一八八七（明治二〇）年には地元の株式会社久米地銀行に就職 たが これも辞職している。
自主性のある仕事を希望し、翌年再度上京するも、福
岡での弁護士資格は田舎弁護士 して不利だとして、東京での弁護士試験を受験 合格 一八九〇（明治二三）年には東京弁護士会に登録 、京橋区木挽町の借家 法律事務所を開業した。現在も当地の近くに濱地八郎法律事務所の後身 、建築事務所、ギャラリーなどを運営する株式会社濱地商会 事務所がある。ちなみに、濱地八郎法律事務所の看板 、朝鮮の金玉均の筆であったとされている（前掲『濱地家の話』 ）
以降、福岡の同郷であり、修猷館の先輩でもある金子
堅太郎の推挙により、一八九九（明治三二）年 農商務省の山林訴訟を担当する嘱託弁護士となった。爾来六〇





























































栄一邸において行われた国士舘完成長老懇談会で、国士舘とその教育について関係者が是非を評価した「国士館関係諸関係 御批評」 （渋沢史料館所蔵）が配布された。そのなかで濱地は「国士館の世話人の様な人は、歴史を通じても滅多に無い、いゝ人方が出たもんだ、あの人方の達者な間に、信づる心のあ 若 者に、あの形丈けでも良いから見せて置いてやり度いものだね、もう んな人は日本にも一寸出まいぜ。 」と述べ、国士舘の支援者らに触れ、このような傑人に恵まれた学校は他にないと豪語している。
濱地は、国士舘での夏季講習会で講師として教鞭を
とったとされ、講義内容は金剛経で 受講者から好評であったようだ（前掲『濱地家 話』 ） 。ちなみに 一九二二（大正一一）年の「第一回夏季講習会記事」 （ 『大民』第八巻第九号、一九二二年九月一日）には、八郎三男常武も夏季講習を受講したと記録さ ている。
しかし、一九三三（昭和八）年五月、国士舘内に生じ
た人事問題が契機となり 濱地は国士舘を離れていくと
考えられる。一九三四（昭和九）年二月から六月まで、濱地は一時理事にも就任したが、評議委員としては一九一九（大正八）年に就任して以来学園を支えてきた。一九三八（昭和一三 五月一二日の代行理事理事会で評議委員の任期満了に伴い再任となるが、この記録を最後に、委員としての確認はできない。 か 評議委員の任期が五年のため、一九四 （昭和 八）年頃まで在籍していた可能性も否定できない。
一方で、濱地は道義の退廃を憂い、世相浄化の一助と








太郎氏夫人知恵子氏が本学へ来校 れ、濱地八郎書掛軸乃木希典漢詩「金州城外作」の寄贈を受けた 本誌二一五頁写真参照） 。勝太郎 によれば、書道にも通じていた濱地が戦時中に認めたものと ことで その温かくも堂々 る筆運びには、書家横山雪堂 「法律家であって少しも法律を振り回さず 博覧強記の学者であるにも係わらず、円満玲瓏玉の如き徳人であった」 （横山雪堂「書道よりみたる濱地八郎」 〔前掲『濱地家 話』 り引用〕 ）
と評した濱地の人柄を彷彿とさせる。
永い時を経てもなお、国士舘が直接の支援者のみなら
ず、その家族や子孫の方々にも支えられ、今に発展していることに深い感慨を覚える。
